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講演者略歴

2006 年東北大学工学研究科修了、博士（工学）。2006 年よ

り国立環境研究所にて勤務し、2009 年より現職。専門は機

械・システム工学であり、特に技術モデルを用いた定量的な

分析研究を中心にしつつも、研究から得られた知見の社会実

装手法の研究も実施している。現在は主に、日本およびアジ

アにおける低炭素社会およびその実現のための道筋検討研究

や、マレーシア・イスカンダール地域における低炭素型エネ

ルギーシステム設計研究を担当。

独立行政法人 国立環境研究所　
社会環境システム研究センター　
持続可能社会システム研究室　研究員

芦名　秀一
Shuichi Ashina

2011年　京都大学大学院工学研究科博士課程修了　工学博士。

2011年4月より現職。環境システム工学を専門とし、農業・

土地利用変化部門における気候変動緩和策の分析および将来

のシナリオ開発に従事。

主な論文： Hasegawa T., Matsuoka. Y, Greenhouse gas 

emissions and mitigation potentials in agriculture, forestry 

and other land use in Southeast Asia. Journal of Integrative 

Environmental Sciences, in press.

独立行政法人 国立環境研究所　
社会環境システム研究センター
日本学術振興会特別研究員

長谷川　知子
Tomoko Hasegawa

京都大学工学部衛生工学科卒業、博士（工学）。

1982 年　国立公害研究所入所、環境庁企画調整局併任、

OECD 環境局研修員、国立環境研究所資源管理研究室長、同

研究所循環型社会・廃棄物研究センター長などを経て、2011 

年 4 月より現職。専門は環境システム工学とくに物質フロー

分析。

UNEP 国際資源パネルメンバー、中央環境審議会臨時委員、

国立環境研究所客員研究員。

低炭素社会 2050 プロジェクト (2004-2008 年度 ) 交通

チームリーダー。

主 な 編 著 書：Material Flow Data Book –World Resource 

Flows around Japan- Third Edition, NIES/CGER.

東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻　教授
東京大学大学院新領域創成科学研究科環境システ
ム学専攻　兼担

森口　祐一
Yuichi Moriguchi

東京大学講師、名古屋大学助教授、総長補佐、環境学研究科

長などを経て、2009 年より現職。

世界交通学会（WCTRS）理事・学術委員長、土木学会副会長。

海外４大学の客員教授、欧州運輸大臣会議アドバイザー、運

輸政策・国土・中央環境など各審議会の委員を歴任。

交通と気候変動、コンパクトシティへのスマートシュリンク、

アジアの低炭素交通、などを研究。

土木学会論文賞、同環境賞、世界交通学会オレンジ賞など国

内外 15 の賞を受賞。

Transport Policy、Transportation Research D、Papers in 

Regional Science の共同編集長／副編集長、「交通と環境」

分科会長など国際的なリーダー役を務めている。

主な編著書に「Urban Transport and The Environment 」

Elsev ie r ,  2004、「Transpor t  Mov ing to C l imate 

Intelligence」Springer, 2010 などがある。

名古屋大学大学院環境学研究科　教授
交通・都市国際研究センター長

林　良嗣
Yoshitsugu Hayashi


